
一
般
質
問

一
般
質
問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
要
件
を
伺
い
ま

す
。

　
都
市
地
域
か
ら
過
疎
地
域
等
の
条
件
不
利

地
域
に
住
民
票
を
異
動
し
て
、
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
」
と
し
て
委
嘱
し
て
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ

等
の
地
域
お
こ
し
の
支
援
や
、
農
林
水
産
業

へ
の
従
事
、
住
民
の
生
活
支
援
な
ど
の
「
地

域
協
力
活
動
」
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域

へ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
制
度
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て

喜
瀬
武
原
小
学
校
の

休
校
理
由
に
つ
い
て

村
営
住
宅
に
つ
い
て

不
法
投
棄
に
つ
い
て

質答

企
画
課
長
（
喜
久
山
　隆
）

　
福
利
厚
生
は
、
特
に
差
を
つ
け
た
つ
も
り

も
な
く
、
同
じ
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
と
認
識

を
し
て
い
ま
す
。

答

農
林
水
産
課
長
（
宮
平
　覚
）

村
の
協
力
隊
募
集
が
観
光
振
興
と
農
林

水
産
で
給
与
が
全
く
違
う
。
同
じ
協
力

隊
で
あ
り
な
が
ら
給
料
の
差
が
あ
る
の
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
な
り
給
与

体
系
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
特
に
現
在
は

質答

農
林
水
産
課
長
（
宮
平
　覚
）

な
い
状
況
で
す
。

議 員
仲田 豊

上
限
６
万
円
の
ア
パ
ー
ト
、
も
う
１
ヶ

所
は
５
万
円
を
上
限
、
平
等
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

質

　
募
集
要
項
で
任
期
終
了
後
、
村
で
起
業
、

就
職
に
意
欲
の
あ
る
方
で
家
族
も
含
め
い
ろ

ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
伺
っ
て
い

ま
す
。

答

農
林
水
産
課
長
　（
宮
平
　覚
）

協
力
隊
は
定
住
・
定
職
を
望
む
人
が
い

る
か
。

質

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
主
に
電
話
で
交
渉
を
し
て

き
ま
し
た
。
村
外
に
お
住
い
で
、
会
っ
た
の

は
三
度
だ
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

答

企
画
課
長
（
喜
久
山
　隆
）

土
地
の
所
有
者
と
交
渉
を
毎
回
や
っ
て

い
ま
す
か
。

質　
12
世
帯
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
棟
数
は
設

計
が
入
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
決
定
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答

建
設
課
長
（
屋
良
　朝
也
）

名
嘉
真
団
地
の
全
体
計
画
は
何
階
建
て

か
、
何
棟
、
戸
数
は
幾
つ
に
な
っ
て
い

る
か
。

質　
具
体
的
な
計
画
等
は
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
北
部
振
興
策
の
中
で
先
例
に
沿
っ
て
起

債
を
行
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

総
務
課
長
（
山
城
　雅
人
）

北
部
振
興
策
で
造
る
け
ど
、
一
般
財

源
、
地
方
債
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

質

　
観
光
協
会
の
動
画
サ
イ
ト
等
が
あ
り
観
光

協
会
向
け
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
月
２
回
の

配
信
を
行
い
現
在
配
信
回
数
が
約
40
回
を
超

え
観
光
情
報
サ
イ
ト
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
恩
納
で
天

気
情
報
ペ
ー
ジ
の
担
当
、
毎
日
の
更
新
業

務
、
編
集
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

答

商
工
観
光
課
長
（
山
田
　俊
幸
）

　
農
水
産
物
の
地
産
地
消
で
あ
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
、
活
動
と
し
て
は
厳
し
い
状

況
で
村
内
で
の
移
動
販
売
、
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
、
ホ

テ
ル
、
飲
食
店
等
農
産
物
の
販
売
を
し
て
お

り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
情
報
の
発
信

も
行
っ
て
い
ま
す
。

答

農
林
水
産
課
長
（
宮
平
　覚
）

コ
ロ
ナ
で
２
ヶ
年
の
経
過
が
あ
る
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
が
見
え
な

い
。
主
に
ど
う
い
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
か
。

質

　
村
営
住
宅
は
所
得
が
低
く
、
住
宅
困
窮
者

へ
住
宅
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
連
帯
保
証
人
を
確
保
で
き
な
い
方
が
増

え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
近
隣
市
町
村
の
動
向

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

答

建
設
課
長
（
屋
良
　朝
也
）

公
営
住
宅
の
入
居
の
際
、
連
帯
保
証
人

を
廃
止
し
て
は
ど
う
か
。

質　
名
嘉
真
団
地
は
、
北
部
特
別
振
興
対
策
事

業
を
活
用
し
て
、
令
和
４
年
度
に
設
計
業
務

を
行
う
。
令
和
５
年
度
に
工
事
を
実
施
す
る

考
え
で
す
。

答

建
設
課
長
（
屋
良
　朝
也
）

定
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
と
し
て
村
営

名
嘉
真
団
地
の
設
計
業
務
を
実
施
す

る
。
そ
の
設
計
計
画
は
何
月
頃
か
ら
行
い
ま

す
か
。

質

山
田
寺
原
の
農
地
に
、
無
許
可
で
ご
み

や
産
業
廃
棄
物
を
不
法
投
棄
し
て
い
る

方
が
お
り
ま
す
。
不
法
投
棄
は
県
知
事
又
は

市
町
村
長
に
通
報
す
る
努
め
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
通
報
は
あ
っ
た
の
か

　
も
の
す
ご
い
量
の
一
般
廃
棄
物
、
産
業
廃

棄
物
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
て
お

り
ま
す
。
村
民
か
ら
通
報
が
あ
り
中
部
保
健

所
に
通
報
し
ま
し
た
。

質答

村
民
課
長
（
崎
山
　敦
）

注
意
勧
告
と
撤
去
命
令
を
出
す
べ
き
と

思
い
ま
す
が
、
今
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
の
か
。

　
地
主
に
令
和
３
年
９
月
６
日
に
復
元
す
る

よ
う
文
書
で
通
知
し
て
い
ま
す
。
本
人
に

は
、
中
部
保
健
所
よ
り
文
書
に
て
指
導
を
し

て
い
ま
す
。

質答

村
民
課
長
（
崎
山
　敦
）

休
校
後
の
学
校
施
設
の
活
用
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
休
校
を
経
た
後
、
廃
校
と
な
る
場
合
は
、

行
政
財
産
か
ら
活
用
の
幅
の
広
が
る
普
通
財

産
の
位
置
づ
け
多
種
多
様
な
活
用
が
で
き
る

よ
う
手
続
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質答

学
校
教
育
課
長
（
仲
村
　泰
弘
）

村
の
保
育
所
民
営
化
検
討
委
員
会
中

で
、
保
育
士
が
不
足
し
て
い
る
と
あ
り

ま
す
が
。

　
保
育
士
の
処
遇
改
善
が
大
き
な
課
題
だ
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
11
月
に
国
の
経

済
対
策
の
中
で
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
等
に

対
す
る
報
酬
の
３
％
程
度
、
月
９
千
円
の
処

遇
改
善
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
に
伴
い
、
新
年
度
予
算
で
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質答

福
祉
課
長
（
石
川
　司
）

職
員
の
一
人
一
人
の
資
質
向
上
と
育
成

を
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
職
員
に
対
し
て
自
己
研
鑽
と
資
質
向
上
の

意
識
づ
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
一
般

職
員
及
び
監
督
者
研
修
等
の
外
部
研
修
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

質答

村
長
（
長
浜
　善
巳
）

観
光
産
業
や
人
材
育
成
関
係
の
観
光
ア

カ
デ
ミ
ー
を
誘
致
で
き
な
い
か
。

　
普
通
財
産
に
な
っ
た
場
合
、
い
ろ
い
ろ
な

活
用
の
方
法
が
あ
り
、
他
市
町
村
の
事
例
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質答

企
画
課
長
（
喜
久
山
　隆
）

農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
が
続

き
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
顕
著
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
状
況
。

　
村
の
農
業
従
事
者
数
は
２
４
３
名
で
、
う

ち
65
歳
以
上
が
１
４
７
名
、
率
に
し
て
60
・

５
％
で
あ
り
ま
す
。
２
０
１
５
年
65
歳
以
上

が
51
・
９
％
、
で
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
は
、
令
和
元
年

度
が
75
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
令
和
３
年
が
90
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

質答

農
林
水
産
課
長
（
宮
平
　覚
）

村
長
は
現
場
で
御
覧
に
な
っ
て
ど
の
よ

う
に
感
じ
た
か

　
重
大
な
問
題
だ
と
考
え
、
今
後
は
、
県
、

村
民
課
、
農
林
水
産
課
と
連
携
を
密
に
し

て
、
不
法
投
棄
撤
去
に
向
け
て
対
応
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

質答

村
長
（
長
浜
　善
巳
）

喜
瀬
武
原
小
学
校
の
休
校
理
由
を
伺
い

ま
す
。

　
今
後
の
喜
瀬
武
原
小
学
校
の
運
営
に
つ
い

て
趣
意
書
が
村
長
及
び
教
育
長
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
令
和
４
年
度
近
隣
の
安

富
祖
小
学
校
に
移
る
こ
と
が
最
善
と
の
考
え

が
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。

質答

学
校
教
育
課
長
（
仲
村
　泰
弘
）

一
般
廃
棄
物
、
特
別
管
理
一
般
廃
棄

物
、
そ
れ
と
産
業
廃
棄
物
、
特
別
管
理

産
業
廃
棄
物
等
の
品
目
を
確
認
さ
れ
た
か

　
全
般
的
に
分
別
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た

有
害
物
質
等
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
部
保
健
所
と
調
整
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
再

度
現
場
を
確
認
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質答

村
民
課
長
（
崎
山
　敦
）

議 員
糸数 昭

不法投棄
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